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的機制を備えていることをデカルトは度々述べている（69, 16-18; III, 64, l. 23-25.）。この機制によって起こ
る同意の事態は「説得（persuasio）」と呼ばれる。だが、FA を検討するさいに確認しておかねばならない



















































































































































































































































40  「絶対的虚偽」と懐疑の解決——「第二答弁」註解—— 
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註 
1 [Marion 2009: 326f.] 
2 ibid. 
3 デカルトからの引用は特に断りがない限り AT 版全集から行う。そのさい括弧内に巻数と頁数を順に記
す。ただし第七巻『省察』からの引用のさいは巻数を省略し、頁数と行数と順番に記す。 
4 [Laporte 1950: 149-152] 
5 ウィリアムスも全く同じ解釈を行う[Williams 1978: 199f.]。 
6 本稿第 1 節参照。 
7 [Kenny 1987: 195] 
8 [Cottingham 1986: 76f.]; [Marion 2009; 327] 
9 [Frankfurt 2008] 
10 [Sievert 1977: 382] 
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12 [Olivo 2005: 406-408] この解釈は現在一定の支持を得ている。Cf. De Peretti[2016], p.209.  
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